
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 847 本年度事業費 847 交付金交付額 423

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

　法面の崩壊防止を図ると共に獣の園庭内への出没防止に努め安心・安全な保育環境の整備を図る。

・法面の崩壊防止を図ることができる
・獣の園庭内への出没防止ができる。
・安心・安全な保育環境が整うことができる。

　法面の崩壊が減り、獣の園庭内への出没も少なくなり、安心・安全な保育環境が効率的に運営できた。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　

安心・安全な保育環境を運営できるようになった。

具体的な成果
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団体名：伊根町

保育園園庭安全対策事業

　伊根保育園は、舟屋の里公園に隣接し正面に伊根漁港を望み、側面・裏面を野山に囲まれ、児童の保育に
は良好な環境であるが、平成１８年度頃からイノシシが出没し、外構の法面のいたるところを掘返し、土砂が園
庭に崩れ落ちてきている状況であり、法面の崩壊防止を図ると共に獣の園庭内への出没防止に努め安心・安
全な保育環境の整備を図るため、事業を実施する。

平成20年5月28日～平成20年6月30日

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


